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【平成２７年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は膜輸送体タンパク質の輸送機構、基質識別機構、及び制御機構を解明することを目的として

いる。これは世界的な研究課題であるが、これまでにイオン輸送機構、有機物輸送機構、及び物理刺激

による輸送制御に関して数多くの成果を上げており、当初計画以上の成果が得られていると判断でき

る。また、それらは世界的な学術雑誌などに報告されている。膜タンパクの構造とダイナミクスを解明

するために MD シミュレーションも組み合わせ、世界的に激烈な競争の中で１０種類以上の新規輸送

タンパク質の構造解析に成功していることは非常に高く評価できる。 


